
  箱根大涌谷から箱根大涌谷から  

          湯湯のたよりのたより  

大涌谷温泉と温泉を取り巻く 

旬な旬な情報をお届けします 

～今後の手続きについて～ 

 ※個人利用の方は届出の必要はありません     

箱根温泉供給株式会社 

●箱根湖畔ゴルフコース 

 電話 0460（84）4477 
http://www.hakonekohan.com/ 

 

●箱根湖畔テニスパーク 

 電話 0460（86）3600 
http://www.geocities.jp/officeyakushiji/ 

 

●大涌谷観光センター 

 電話 0460（84）9605 
http://www.owakudani.com/ 

 

●国民宿舎ロッヂ富士見苑 

 電話 0460（84）8675 
http://www.fujimien.com/ 

関 連 企 業 

 今回の分析結果を踏まえ、当社で新しい「温泉成

分、禁忌症及び入浴上の注意事項掲示証」を9月中に

印刷が完了出来るよう準備を進めております。そし

て、10月初旬を目処に各供給先へ新しい掲示証と保

健所へ提出が必要となる様式等を合わせて配布いたし

ます。 

 その後、各施設ごとに必要書類を揃え、小田原保健

所へ提出が必要となりますが、今回は該当する施設の

件数が非常に多いことから、日にちを決め、仙石原と

強羅に保健所の特設受付窓口を開設していただき、書

類の提出が出来るよう、現在保健所の温泉課の方と調

整を行っております。 
 

手続き方法は、以下のような流れとなります。 

 

1.当社が各施設へ掲示証等必要書類を配布 

 

2.必要事項を記入 

 

3.保健所へ書類一式を提出 

（仙石原・強羅での特設窓口を検討中） 

 

4.保健所温泉課による事務処理 

 

5.捺印された掲示証を保健所より受け取る 

（仙石原・強羅での特設窓口を検討中） 

 

6.脱衣場等へ掲示証を掲示 

 

 

 

 その他、ご不明点等ございましたら、当社総務担当

（酒寄・石村）までお問い合わせ下さい。 

 

 ただし、温泉の利用状況（浴室の増築等）が保健所

への以前の届出内容と変更があった場合は、上記以外

の手続きが必要になりますので、事前に保健所温泉課        

（0465-32-8000 内線3292）へご相談下さい。 

10月初旬頃 

 

 

 

 

 

10月下旬頃 

 

 

 

 

 
 

 

11月中旬頃 

 

 
 

12月31日ま

でに完了が 

必要 



 温泉分析が完了しました 
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 E-mail  info@hakoneonsen.com 

受湯者の皆様へ 
 箱根の短い夏も終わりを告げよ

うとしています。今回ご報告させ

て頂いたように、蒸気量が激減し

てしまった38号と54号の蒸気井は

無事工事が終了し、順調に温泉造

成が行えるようになりました。し

かしながら、昨年度に蒸気の噴出

が停止してしまった数本の井戸は

残念ながら回復の兆しすら見せて

おりません。あと数ヶ月で冬を迎える事になりますが、

昨年同様、大涌谷の温泉造成も厳しい状況となることが

予想されます。現在も大涌谷に湧出するほんの僅かな湧

泉も無駄にしないよう集水を行い、また各蒸気井ごとに

造成装置の改修や見直しなどの作業を毎日繰り返してお

ります。 

 また、10月下旬から秋の温泉掃除も予定されておりま

す。最近、温泉荘方面のスケールの付着が多く、掃除日

数が多くなってしまっておりますが、安定供給には欠か

せない作業ですので、ご理解ご協力をお願い致します。 
 
 

○温泉の出湯及び休湯のご連絡は前日までに 

 大涌谷の温泉は、毎朝各方面別に使用する温泉の量

を計算し、造成量等を調節しています。よって、当日

の連絡による出湯等は大変困難であり、お断りするよ

うになってしまいますので、十分ご注意下さい。 
 

○弊社への連絡は、ご登録名義をお伝え下さい 

 弊社へお電話いただく際に、「○○荘ですが」、

「○○寮ですが」というお電話をいただく事がありま

すが、類似した名称も多く、間違いやすくなってしま

います。お電話いただくときは、必ず温泉権のご登録

名義をお伝え下さい。 

～蒸気井の増掘工事が完了しました～ 

平成21年8月31日発行 

 4月に入ってすぐに着工した38号蒸気井の増掘工事につ

いては、前回ご報告させて頂きましたが、4月23日に強烈

な蒸気を噴出しました。その後も、安定した状態が続

き、造成装置の設置作業を終え、現在順調に造成を行っ

ております。 

  
 

 また、引き続き行われた54号蒸気井増掘工事も5月11日

より準備工が始まり、機材の搬入、櫓の設置などが順次

行われました。そして、5月25日より掘削を開始し、6月

12日約190ｍまで掘削を進めたところで高温高圧の蒸気層

に到達し、撤収作業へ移りました。こちらも現在造成装

置の設置も完了し、温泉造成を開始していおります。 

 準備工（機材搬入）        蒸 気 噴 出 

54号造成風景 

38号造成風景 

 “湯のたより”（平成21年2月1日発行）でもお知らせ

しましたが、平成19年10月20日施行の改正温泉法によ

り、10年ごとの温泉分析及びその結果に基づく掲示内容の

更新が義務化されました。それに伴い、当社の温泉分析も

本年12月31日までに「温泉の成分、禁忌症及び入浴上の

注意事項掲示証」の更新が必要となっております。（※営

業等で温泉を利用される方が対象です。） 
 

 今回の分析は、各方面ごとにブレンドされる源泉に違い

があることから、温泉荘方面、仙石原方面、強羅方面と3
つに分けて分析を依頼し、先日その分析結果が届きまし

た。分析結果についてですが、大涌谷に湧出する自然湧泉

が多い時期の分析と言う事もあり、温泉の中に含まれる溶

存成分（1ｋｇの温泉水中に何ｍｇの成分が溶け込んでい

るか）も各線共に、前回の分析結果を上回る数値となりま

した。また、温泉水中含まれる主要な成分が大きく変化し

た訳ではありませんが、泉質名の決定には細かい決まり事

があり、以前の泉質名とは異なる泉質名となりました。し

かしながら、あくまでもこの分析結果は、温泉を採取した

7月14日のものであり、採取する時期などによっても変化

するくらい微妙なのものであり、泉質自体が大きく変化し

た訳ではございません。 

 

 今回の分析結果の概要は、以下の通りです。 

1号線（温泉荘方面） 

  泉質名 酸性-カルシウム-硫酸塩温泉 

  pＨ 2.5   成分総計 1,372ｍｇ/ｋｇ 

2号線（仙石原方面） 

  泉質名 酸性-カルシウム-硫酸塩・塩化物温泉 

  pＨ 2.0   成分総計 1,148ｍｇ/ｋｇ 

3号線（強羅方面） 

  泉質名 酸性-カルシウム-硫酸塩・塩化物温泉 

  pＨ 2.2   成分総計 1,226ｍｇ/ｋｇ 


